誓　　約　　書
　和歌山県知事　様
　申請人は、和歌山県優良県産品（プレミア和歌山）推奨規則（以下「規則」という。）第４条第１項の規定により、推奨のための認定を申請するに当たって、規則及び和歌山県優良県産品（プレミア和歌山）の申請用件等を定める要綱について十分理解し、プレミア和歌山推奨品として認定された後は、下記のことについて遵守することを、誓約します。
記
１　規則第７条から第９条及び第１１条から第１３条各号の認定者の義務等について、誠実に履行すること。
	規則から抜粋
　（推奨認定の変更等の届出）
第７条　認定者は、第４条第１項の規定により申請した事項に変更が生じたときは、遅滞なく、別記第４号様式により、知事に届け出なければならない。
２　認定者は、プレミア和歌山推奨品の生産、製造、販売又は提供若しくは開催（以下「生産等」という。）を中止する場合において認定有効期間内に当該生産等の再開が見込まれるときは、別記第５号様式により、知事に届け出なければならない。
３　認定者は、プレミア和歌山推奨品の生産等を再開しようとするときは、遅滞なく、別記第６号様式により、知事に届け出なければならない。
　（推奨認定の廃止の届出）
第８条　認定者は、プレミア和歌山推奨品の生産等を中止し、かつ、認定有効期間内に再開が見込まれないときは、別記第７号様式により、知事に届け出なければならない。
　（推奨認定の更新）
第９条　認定有効期間の満了後引き続き推奨認定を受けようとする認定者は、別に定めるところにより別記第
８号様式による更新申請書を知事に提出しなければならない。
２　第４条第２項及び第３項の規定は、前項に規定する推奨認定の更新に準用する。
（実績報告） 
第１１条　認定者は、別に定めるところにより、毎年、４月１日から翌年３月３１日までの期間に係るプレミア和歌山推奨品の販売数量、開催回数その他の実績について、別記第９号様式により、知事に報告しなければならない。
（報告の徴収等）   
第１２条　知事は、前条の規定にかかわらず、特に必要があると認めるときは、認定者に対してプレミア和歌山推奨品に係る報告を求めることができる。
（認定者の義務）
第１３条　認定者は、次の各号に掲げる事項について留意しなければならない。
（１）プレミア和歌山推奨品の流通、販売、提供及び開催において、当該プレミア和歌山推奨品が推奨認定を受けたものであることを明らかにすること。
（２）プレミア和歌山推奨品の普及に努めるとともに、次条に規定するプレミア和歌山推奨品等の推奨に協力すること。
２　認定者は、プレミア和歌山推奨品以外の県産品等に、第５条第１項及び第３項に規定する表示又はこれと紛らわしい表示を行ってはならない。
３　プレミア和歌山推奨品に係る事故又は苦情等（以下「事故等」という。）が発生したときは、認定者は、当該事故等の解決に向けて誠実に対処し、並びに事故等の内容及び解決のため講じた措置等について、別記第１０号様式により、知事に報告しなければならない。



２　法令の規定による当該認定を受けた産品の品質検査並びに当該産品の生産現場、製造施設（加工施設を含む。）及び流通経路上の施設への立入調査等で判明した内容を、当該立入調査等の実施機関から県が提供を受けることについて同意すること。
３　認定品の生産・製造、流通及び販売等において、当該認定品に係る事故又は苦情等が発生したときは、その責任を負い、当該事故等の解決に向けて誠実に対処すること。
 　　　　　　年　　月　　日
                                （法人又は団体にあっては主たる所在地）
　　　　　　　　　　申請人　　　住　　所
                              　（法人又は団体にあっては名称及び代表者職氏名）
　　　　　　　　　　　　　　　　氏　　名                               　    
